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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】施工性が良く低コストで製造できるプレキャス
トコンクリート製品用の継手部材を提供する。
【解決手段】挿入部材３４０は、受容係合ユニットに挿
入し得る挿入部３４１と、挿入部３４１に一連に設けら
れる連接部と、挿入部３４１の外側に設けられる挿入係
合部３４１Ａとを有し、係合面部と挿入係合部３４１Ａ
とは、挿入方向に対して略垂直な方向に、所定の干渉量
を有する関係に設定され、受容係合ユニットは、挿入部
材３４０の挿入時の係合面部と挿入係合部３４１Ａとの
干渉によって拡径し、干渉が解除されたとき、弾性部材
の弾発力によって縮径し、受容係合ユニットの内周面と
、挿入係合部３４１Ａの外周面は、それぞれ、挿入部材
３４０の引き抜き方向に対して略垂直な係合面を有し、
略垂直な係合面同士が係合する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンクリート製の第一プレキャスト部材に埋設される受容部材と、コンクリート製の第
二プレキャスト部材に埋設される挿入部材とを有し、上記受容部材に上記挿入部材を挿入
して嵌合することによって上記第一プレキャスト部材と上記第二プレキャスト部材とを接
合し得るシールドセグメント用継手部材において、
　上記受容部材は、
　上記挿入部材が挿入される開口部に連通する係合部受容空間を内周面により形成した囲
繞部材と、
　上記係合部受容空間内に収納され、係合面部を有し、周方向に分割された複数の分割体
から成り、上記挿入部材が挿入される開口を有する受容係合ユニットと、
　上記受容係合ユニットに巻設状態に配置され、該受容係合ユニットを拡径可能に保持す
る巻回状を成す弾性部材と、を有し、
　上記挿入部材は、
　上記受容係合ユニットに挿入し得る挿入部と、
　上記挿入部に一連に設けられる連接部と、
　上記挿入部の外側に設けられる挿入係合部とを有し、
　上記係合面部と上記挿入係合部とは、挿入方向に対して略垂直な方向に、所定の干渉量
を有する関係に設定され、
　上記受容係合ユニットは、上記挿入部材の挿入時の上記係合面部と上記挿入係合部との
干渉によって拡径し、該干渉が解除されたとき、上記弾性部材の弾発力によって縮径し、
　上記受容係合ユニットの内周面と、上記挿入係合部の外周面は、それぞれ、該挿入部材
の引き抜き方向に対して略垂直な係合面を有し、上記略垂直な係合面同士が係合すること
を特徴とするシールドセグメント用継手部材。
【請求項２】
　前記囲繞部材は、径方向の任意方位に対して前記受容係合ユニットを偏心自在に収納し
得る所定の偏心許容間隙を有して成る前記係合部受容空間を有すると共に、前記挿入係合
部の外径よりも大径で前記受容係合ユニットの外径よりも小径に設定される開口部が形成
された内向きフランジ部を有し、
　前記受容係合ユニットは、前記挿入部が挿入される開口に、挿入される該挿入部の軸心
と一致するように該受容係合ユニットの軸心を案内するセンタリング案内用の、挿入方向
に向かって縮径する案内面を有し、
　前記挿入部の挿入により、該挿入部の軸心と前記受容係合ユニットの軸心を自発的に一
致させて、前記挿入部材の挿入位置誤差を吸収し得るように構成されることを特徴とする
請求項１に記載のシールドセグメント用継手部材。
【請求項３】
　前記囲繞部材は、
前記受容係合ユニットを前記係合部受容空間に収納した状態でアンカに螺着されて埋設さ
れた状態で、前記第一プレキャスト部材から露出される前記内向きフランジ部の外端面に
、該囲繞部材を螺進及び／又は螺退させる為の工具を係合可能な係合凹部を有し、
　且つ、前記内向きフランジ部の上記外端面側から、前記挿入部の挿入方向の奥側に向か
って縮径する外周面を有することを特徴とする請求項２に記載のシールドセグメント用継
手部材。
【請求項４】
　前記受容係合ユニットは、前記開口を閉塞し得る防水フィルムにより被覆されることを
特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載のシールドセグメント用継手部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のシールドセグメントを接合するためのシールドセグメント用継手部材
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、特に、二つの被接合部材であるシールドセグメント同士をそれらの接合面に垂直な方向
に接近させて互いを接合するのに適したシールドセグメント用継手部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、一方の部材に固定され押し棒を有する雌窯と、他方の部材に固定され
割れ目を有する雄ピンとにより構成される継手が記載されている。この継手では、雄ピン
の内部に設けられた楔を押し棒が押し込むことにより雄ピンが押し広げられて雌窯の内面
に押しつけられて固定されるように構成されている（特許文献１の段落００３１～００３
３、図２）。又、特許文献１には、上記と同様の構成であるが楔を押し棒の先端に設けた
継手も記載されている（特許文献１の段落００４３、図５）。
【０００３】
　特許文献２には、一方の部材に固定され挿入孔を有する雌部材と、他方の部材に固定さ
れ切断線を有する雄部材とにより構成される継手が記載されている。この継手では、雄部
材の先端に円錐体をセットした状態で挿入口に押し込むと円錐体の先端が雌部材の天板に
より押圧されることにより円錐体が雄部材を押し広げる。雄部材は円錐体と雌部材の内面
の間に摩擦により固定される（引用文献２の段落０００８、００１０図４）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２３６３４８号公報
【特許文献２】特開２０１５－１７２３２０号公報
【特許文献３】特開２００９－１１４７４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された傾斜したボルトによる継手では、二つの部材が正確に位置決め
された状態を維持しながらボルトの締結をしなければならず、施工が煩雑であるという問
題があった。又、形状が複雑で製造コストが高いという問題があった。
【０００６】
　引用文献２、３に記載された継手を用いると、二つの部材の接合面を対向させた状態か
ら接合面と垂直方向に動かすことで二つの部材を接合することができるから、傾斜したボ
ルトを用いた場合に比べると施工性が良い。しかし、形状が複雑で製造コストが高いとい
う問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明では、接合荷重が小さく施工性が良好で低コストにして製造性に優れる
シールドセグメント用継手部材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明は、コンクリート製の第一プレキャスト部材に埋設さ
れる受容部材と、コンクリート製の第二プレキャスト部材に埋設される挿入部材とを有し
、上記受容部材に上記挿入部材を挿入して嵌合することによって上記第一プレキャスト部
材と上記第二プレキャスト部材とを接合し得るシールドセグメント用継手部材において、
上記受容部材は、上記挿入部材が挿入される開口部に連通する係合部受容空間を内周面に
より形成した囲繞部材と、上記係合部受容空間内に収納され、係合面部を有し、周方向に
分割された複数の分割体から成り、上記挿入部材が挿入される開口を有する受容係合ユニ
ットと、上記受容係合ユニットに巻設状態に配置され、該受容係合ユニットを拡径可能に
保持する巻回状を成す弾性部材と、を有し、上記挿入部材は、上記受容係合ユニットに挿
入し得る挿入部と、上記挿入部に一連に設けられる連接部と、上記挿入部の外側に設けら
れる挿入係合部とを有し、上記係合面部と上記挿入係合部とは、挿入方向に対して略垂直
な方向に、所定の干渉量を有する関係に設定され、上記受容係合ユニットは、上記挿入部
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材の挿入時の上記係合面部と上記挿入係合部との干渉によって拡径し、該干渉が解除され
たとき、上記弾性部材の弾発力によって縮径し、上記受容係合ユニットの内周面と、上記
挿入係合部の外周面は、それぞれ、該挿入部材の引き抜き方向に対して略垂直な係合面を
有し、上記略垂直な係合面同士が係合することを特徴とする。
【０００９】
　本発明のシールドセグメント用継手部材において、前記囲繞部材は、径方向の任意方位
に対して前記受容係合ユニットを偏心自在に収納し得る所定の偏心許容間隙を有して成る
前記係合部受容空間を有すると共に、前記挿入係合部の外径よりも大径で前記受容係合ユ
ニットの外径よりも小径に設定される開口部が形成された内向きフランジ部を有し、前記
受容係合ユニットは、前記挿入部が挿入される開口に、挿入される該挿入部の軸心と一致
するように該受容係合ユニットの軸心を案内するセンタリング案内用の、挿入方向に向か
って縮径する案内面を有し、前記挿入部の挿入により、該挿入部の軸心と前記受容係合ユ
ニットの軸心を自発的に一致させて、前記挿入部材の挿入位置誤差を吸収し得るように構
成されることを特徴とする。
【００１０】
　又、本発明のシールドセグメント用継手部材において、前記囲繞部材は、前記受容係合
ユニットを前記係合部受容空間に収納した状態でアンカに螺着されて埋設された状態で、
前記第一プレキャスト部材から露出される前記内向きフランジ部の外端面に、該囲繞部材
を螺進及び／又は螺退させる為の工具を係合可能な係合凹部を有し、且つ、前記内向きフ
ランジ部の上記外端面側から、前記挿入部の挿入方向の奥側に向かって縮径する外周面を
有することを特徴とする。
【００１１】
　更に、本発明のシールドセグメント用継手部材において、前記受容係合ユニットは、前
記開口を閉塞し得る防水フィルムにより被覆されることを特徴とする。
【００１２】
　本発明によれば、著しく低コストで製造可能で且つ極低荷重で接合可能でありながら高
荷重の引き抜き強度を発現でき、屋外での製品保管による雨水等によっても継手部材が錆
びてしまうことを防止出来ると共に、挿入位置ズレを吸収可能で施工性の良好なシールド
セグメント用継手部材を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、アンカーを備えた受容部材を示す断面図である。
【図２】図２（Ａ）～（Ｃ）は、受容部材の構成要素を説明する図である。
【図３】図３は、挿入部材の断面図である。
【図４】図４は、受容部材を構成している囲繞部の端面図である。
【図５】図５は、受容部材を構成している係合部の断面図である。
【図６】図６（Ａ）、（Ｂ）は、係合部を構成している巻きバネを説明する図である。
【図７】図７（Ａ）、（Ｂ）は、係合部を構成している分割コアを説明する図である。
【図８】図８（Ａ）、（Ｂ）は、防錆フィルムにより被覆された係合部を説明する図であ
る。
【図９】図９は、アンカーを備えた受容部材に挿入部材を挿入した状態の断面図である。
【図１０】図１０は、係合部のセンタリング機能を説明する図である。
【図１１】図１１（Ａ）、（Ｂ）は、係合部に挿入される挿入部材の軸心位置がアンカー
の軸心位置とずれた状態を説明する図である。
【図１２】図１２（Ａ）、（Ｂ）は、挿入部材の軸心位置がアンカーの軸心位置とずれた
状態で係合部に挿入された場合の挿入完了状態を示す図である。
【図１３】図１３は、埋設された受容部材から囲繞部を取り外す場合を説明する図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
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　本発明におけるシールドセグメント用継手部材は、プレキャストによるコンクリート製
の第一プレキャスト部材に埋設される受容部材と、コンクリート製品である第二プレキャ
スト部材に埋設される挿入部材とを備える。ここで第一プレキャスト部材及び第プレキャ
スト二部材の形状としては、例えば、湾曲板状、柱状、ブロック状等の形状がある。
【００１５】
　次に受容部材について説明する。図１は、アンカー３３０に取り付けられた受容部材３
００の縦断面図である。受容部材３００は、別体に形成された囲繞部３１０と受容係合部
３２０を備える。
【００１６】
　囲繞部３１０は、奥側の端部に、アンカー３３０が着脱自在にねじ嵌合されるようにな
っている。アンカー３３０は、図２（Ａ）の縦断面図に示すように、雄ねじ加工された一
端部３３１を有する。アンカー３３０は、端面側から螺合されることにより囲繞部３１０
に固定され、アンカー３３０の端面３３１Ａが係合部受容空間３１１の端面を形成してい
る。アンカー３３０の外周面にはリブ３３２が設けられている。又、アンカー３３０の先
端部には、受容部材３００に挿入される挿入部材３４０の先端部を収容するための空間を
確保するように、凹部３３３が設けられている。
【００１７】
　尚、アンカー３３０の先端部に凹部３３３を設ける代わりに、アンカー３３０の先端部
と受容係合部３２０との間にスリーブ部材を介在させて、スリーブ部材により、挿入部材
３４０の先端部を収容するための空間を確保するようにしても良い。又、スリーブ部材は
、受容係合部３２０と一体とすることもできる。
【００１８】
　囲繞部３１０は、図２（Ｃ）の縦断面図に示すように、受容係合部３２０の外径Ｄａよ
りも大きな径Ｄｂを有する円柱状の係合部受容空間３１１を形成する筒体からなり、図２
（Ｂ）の縦断面図に示す受容係合部３２０を係合部受容空間３１１に収納可能に構成され
る。
【００１９】
　囲繞部３１０は、受容係合部３２０の外径Ｄａよりも小さく、図３の縦断面図に示す挿
入部材３４０の挿入係合部３４１Ａの外径Ｄｃよりも大きな径Ｄｄの開口部３１２が形成
された内向きフランジ部３１３が他端に設けられおり、開口部３１２を介して係合部受容
空間３１１に挿入部材３４０の挿入係合部３４１Ａを挿入することができるようになって
いる。
【００２０】
　内向きフランジ部３１３は、囲繞部３１０の周壁に対して垂直に設けられるが、周壁と
連続するコーナー部を直角に立ち上げたコーナー部には応力が集中するので、コーナー部
を曲面で連続させることにより、コーナー部に集中する応力を分散させて耐久性の向上を
図るようにしている。勿論、これに限らず、内向きフランジ部３１３をテーパ状に形成し
て、内周面が略円錐状、或いは漏斗状の形態を成すように構成してもよい。
【００２１】
　囲繞部３１０の開口部３１２は、螺合により連結されるアンカー３３０と囲繞部３１０
の軸心位置を中心とする円形に形成されており、挿入される挿入部材３４０の軸心位置が
ずれた場合に挿入部材３４０の先端部を中心方向に案内するための円錐状のガイド面３１
３Ａを有している。
【００２２】
　又、内向きフランジ部３１３には、図４に示すように、アンカー３３０に対して螺合に
より連結される囲繞部３１０を螺進させるための工具を挿入可能な係合凹条部３１５が開
口部３１２から外周に向かって放射状に形成されている。係合凹状部３１５は、囲繞部３
１０等をコンクリートに埋設する作業時に、型枠内で生コンを流したときに係合凹条部３
１５内に流入するのを防止するために、外周縁まで連通していない溝又は孔とするのがよ
い。
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【００２３】
　更に、囲繞部３１０は、外周面が先端側から後端側に向かって縮径するようにテーパ状
に形成される。即ち囲繞部３１０は、アンカー３３０側から軸方向に沿って漸次拡径する
ように形成される。
【００２４】
　挿入部材３４０は、図３示すように、図１に示す受容部材３００の挿入部受容空間３２
１Ｂ（図５参照）に挿入される挿入部３４１と、該挿入部３４１に螺着により一体化され
る連接部３４２を有する。挿入部３４１は、その外周面に軸方向に垂直な係合面と、先端
側に向かって縮径するように傾斜した傾斜面が繰り返し形成された係合面部を有する挿入
係合部３４１Ａが設けられている。
【００２５】
　挿入部３４１の先端は、 挿入案内用の傾斜面３４３を有する円錐台形状に加工されて
おり、更に、挿入部材３４０を螺進させるための工具である例えば六角レンチが挿入され
る孔部３４４が先端中央に設けられている。勿論、挿入部３４１と連接部３４２は一体に
形成して一部材としたり、別体で形成しておいて溶接等によって一体的に設けることもで
きる。連接部３４２の外周面にはリブ３４２Ａが設けられている。
【００２６】
　受容係合部３２０は、図５の断面図に示すように、それぞれ断面が扇形状の三個の分割
コア３２１を巻きバネ３２２により外周側を弾発的に押圧して位置規制することにより一
体化した略円筒形状の筒体からなる。勿論、巻きバネ３２２による弾発的な押圧力は、位
置規制された三個の分割コア３２１が拡径されて相対位置が変化した際にのみ発生するよ
うに構成してもよいことは言うまでもない。
【００２７】
　この巻きバネ３２２は、三個の分割コア３２１を周方向に並べて成る円筒の外径よりも
小さな内径の略円筒形状に形成されており、弾発力に抗して拡径された状態で三個の分割
コア３２１が収納配置されることにより、三個の分割コア３２１に巻設状態に配置される
。なお、拡径時にのみ弾発的な付勢力が作用するように構成する場合には、三個の分割コ
ア３２１の外径と巻きバネ３２２の外径は、概ね一致する設定としてもよい。
【００２８】
　巻きバネ３２２は、例えば、図６（Ａ）の端面図、図６（Ｂ）の側面図に示すように、
板状のバネ材を側縁部がオーバラップするように円筒形状に湾曲させてなり、一方の側縁
部を内向きに折り曲げた係止片３２２Ａを有している。なお、巻きバネ３２２は、分割コ
ア３２１に巻き付けた際に側縁部がオーバラップすると、間隙が異径化してしまう上、分
割コア３２１の外周に作用する押圧力のバランスが悪化する。従って巻きバネ３２２は、
分割コア３２１に巻き付けた状態では図５に示すように拡径して端部が重ならないように
してある。
【００２９】
　巻きバネ３２２が巻き付けられた三個の分割コア３２１は、係止片３２２Ａにより周回
り方向に位置規制された状態で外周側が弾発的に押圧され位置規制され、巻きバネ３２２
の弾発力に抗して拡径可能に一体化された略円筒形状の筒体からなる受容係合部３２０を
構成する。
【００３０】
　ここで、受容係合部３２０を構成する三個の分割コア３２１は、図７（Ａ）の端面図、
図７（Ｂ）の横断面図に示すように、基本的に中心角が略１２０°の扇形の断面形状を有
するものであって、周方向に円筒が三分割された構成であるが、これに限定されるもので
はなく、二分割であっても、四以上に分割されていてもよい。なおここでの分割コア３２
１は、係止片３２２Ａの厚みｔ相当分だけ円周方向の側面が削られている。
【００３１】
　係止片３２２Ａの厚みｔ相当分の削量は、図５に示す受容係合部３２０では、三個の分
割コア３２１の内の一つだけ削るようにしている。厚みｔ相当分の削量を等分に分配して
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三個の分割コア３２１を全て削ることにより、中心角を一致させるようにしても良い。
【００３２】
　板状のバネ材を側縁部を全長に亘って折り曲げた係止片３２２Ａを採用する場合には、
三個の分割コア３２１の内の少なくとも一個の中心角を１２０°よりも小さくする必要が
あるが、板状のバネ材の側縁部の全長の一部分を折り曲げた係止片３２２Ａとすれば、係
止片３２２Ａによる周回り方向の位置規制機能を確保することができる。この場合、少な
くとも一個以上の分割コア３２１に係止片３２２Ａに対応する溝を形成すればよく、三個
の分割コア３２１の全てを基本的な中心角が１２０°の扇形の断面形状を有するものとす
ることができる。勿論、巻きバネ３２２の周方向の端部の係止片３２２Ａは、必ずしも設
ける必要はなく、設けない場合には、巻きバネ３２２に対する分割コアの配置の位相決め
は出来なくなるものの、分割コア３２１の中心角は１２０°に設定することも可能である
。
【００３３】
　巻きバネ３２２が巻き付けられた三個の分割コア３２１により構成される円筒形状の筒
体からなる受容係合部３２０は、筒体の内周面が挿入部材３４０の挿入係合部３４１の外
形に一致する係合面部３２１Ａとなっており、係合面部３２１Ａにより囲繞された収容空
間３２１Ｂを有する。三個の分割コア３２１には、筒体の内周面に相当する面に、係合面
部３２１Ａとなる、軸方向に垂直な係合面と、接合面側から奥側に向かって縮径するよう
に傾斜した傾斜面が繰り返し形成されている。
【００３４】
　囲繞部３１０は、図１に示すように、係合部受容空間３１１内に受容係合部３２０を収
納した状態で、アンカー３３０に対して螺合される。
【００３５】
　受容係合部３２０は、その外径Ｄａよりも大きな径Ｄｂを有する円柱状の係合部収納空
間３１１に収納されることにより、係合部受容空間３１１内で移動自在即ち偏心自在に配
設される。
【００３６】
　そして、受容係合部３２０は、挿入部材３４０の挿入部３４１が挿入される開口部３２
０Ａに、挿入される挿入部３４１の軸心と一致するように受容係合部３２０の軸心を案内
するセンタリング案内用の、挿入方向に向かって縮径する案内面を有し、挿入部３４１の
挿入により、挿入部３４１の軸心と受容係合部３２０の軸心を自発的に一致させて、挿入
部材３４０の挿入位置誤差を吸収し得るように構成されている。ここで、開口部３２０Ａ
の案内面は、挿入の向きに沿って縮径する円錐状の傾斜面３２０Ｂを成すように設けられ
ているが、特に限定されるものではなく、例えば、湾曲した傾斜を成すものであってもよ
い。
【００３７】
　受容係合部３２０の開口部３２０Ａに設けられた傾斜面３２０Ｂは、囲繞部３１０の開
口部３１２を介して係合部受容空間３１１内に挿入される挿入部材３４０の軸心位置がア
ンカー３３０の軸心位置と外れた偏心状態に在る場合に、受容係合部３２０の開口部３２
０Ａへの挿入部材３４０の先端部の挿入に伴い、受容係合部３２０を移動させて、挿入部
材３４０が挿入される受容係合部３２０の開口部位置を挿入部材３４０の軸心位置と一致
させる案内として機能する
【００３８】
　又、この受容部材３００における受容係合部３２０は、挿入部材３４０の挿入により突
破可能な防錆フィルム３２５により全体が被覆されることにより、防錆処理が施されてい
る。
【００３９】
　ここで、鉄鋼製の受容係合部３２０では、空気中の水分が表面と接触すると、水分に溶
け込んだ空気と電気的な反応が始まり、徐々に鉄がイオン化して水分中に溶け出していき
、その後、イオン化した鉄は水分中の水酸化物イオンと結合して水酸化鉄となって金属の
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表面に錆として出てくること等により、耐久性が劣化する虞がある。
【００４０】
　特に、野ざらしの状態で保管された場合には、錆による劣化が進行する虞があるが、受
容係合部３２０に防錆処理を施しておくことにより、錆による劣化を防止して、本来の耐
久性能を確保することができる。
【００４１】
　ここで、挿入部材３４０は、図８（Ａ）に示すように、アンカー３３０に螺着により一
体化された囲繞部３１０の内向きフランジ部３１３に形成されている開口部３１２に、挿
入部３４１の先端が挿入され、開口部３１２を介して囲繞部３１０内の係合部受容空間３
１１に挿入されることにより、図８（Ｂ）に示すように、囲繞部３１０の係合部受容空間
３１１内に収納されている受容係合部３２０を被覆している防錆フィルム３２５を突き破
って受容係合部３２０の挿入部受容空間３２１Ｂ内に挿入される。
【００４２】
　この受容部材３００における受容係合部３２０は、上述の如く、巻きバネ３２２が巻き
付けられた三個の分割コア３２１により、巻きバネ３２２の弾発力に抗して拡径可能に一
体化された円筒形状の筒体として構成されているので、挿入部材３４０の挿入部３４１の
先端が受容係合部３２０の挿入部受容空間３２１Ｂ内に挿入されることにより拡径する。
【００４３】
　即ち、上記巻きバネ３２２の弾発力による弾発的な締め付け力によって位置規制される
上記三個の分割コア３２１は、挿入部材３４０の挿入部３４１の先端が受容係合部３２０
の挿入部受容空間３２１Ｂ内に挿入されると、受容係合部３２０の係合部側の係合面部が
挿入部材３４０側の係合面部と干渉することにより、上記三個の分割コア３２１Ａは、上
記巻きバネ３２２の弾発力による弾発的な締め付け力に抗して移動して拡径した状態にな
り、挿入部材３４０側の係合面部の頂点が上記受容係合部３２０側の係合面部の頂点を超
えると、受容係合部３２０側の係合面部が挿入部材３４０側の係合面部との干渉が解除さ
れ、上記三個の分割コア３２１Ａは、上記巻きバネ３２２の弾発力による弾発的な締め付
け力弾発力により戻って縮径した状態になる。その結果、図９に示すように、挿入部材３
４０の挿入部３４１の先端を挿入部受容空間３２１Ｂの奥の終端位置まで極めて小さな挿
入荷重（例えば、０．３ｋＮ以下）によって容易に挿入することができる。
【００４４】
　挿入部受容空間３２１Ｂの奥の終端位置まで先端が挿入された挿入部材３４０の挿入部
３４１は、受容係合部３２０が巻きバネ３２２の弾発力により外周面が弾発的に位置規制
された縮径状態となることにより、その挿入係合部３４１Ａが受容係合部３２０の係合面
部３２１Ａに確実に係合する。
【００４５】
　囲繞部３１０の係合部受容空間３１１内に収納されている受容係合部３２０は、挿入部
受容空間３２１Ｂ内に挿入部材３４０の挿入部３４１の先端が挿入されて防錆フィルム３
２５が破られるまで、防錆フィルム３２５により被覆されているので、保管期間に錆によ
る劣化を生じることがなく、所定の耐久性を発揮することができる。
【００４６】
　又、囲繞部３１０の内向きフランジ部３１３に形成されている開口部３１２は、円錐状
のガイド面３１３Ａを有しており、挿入部材３４０の挿入部３４１の先端には、先端側が
縮径した円錐状の傾斜面３４３が設けられているので、螺着により連接部３４２と一体化
された挿入部材３４０の挿入部３４１の先端をアンカー３３０に螺着により一体化された
囲繞部３１０の内向きフランジ部３１３に形成されている開口部３１２に挿入する際に、
挿入部３４１の軸心が開口部３１２の中心から外れていた場合には、挿入部材３４０の挿
入部３４１の先端に設けられた傾斜面３４３が内向きフランジ部３１３側の開口部３１２
のガイド面３１３Ａによって案内される。従って、挿入部材３４０の挿入部３４１の先端
を内向きフランジ部３１３側の開口部３１２に容易に挿入することができる。
【００４７】
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　更に、挿入部材３４０の挿入部３４１の先端が内向きフランジ部３１３側の開口部３１
２を介して挿入される囲繞部３１０の挿入部受容空間３２１Ｂ内には、受容係合部３２０
が径方向に移動自在即ち偏心自在に設けられており、受容係合部３２０の開口部３２０Ａ
に円錐状の傾斜面３２０Ｂに設けられているので、受容係合部３２０の開口部３２０Ａへ
の挿入部材３４０の先端部の挿入に伴い、挿入部材３４０の挿入部３４１の先端に設けら
れた傾斜面３４３によって受容係合部３２０の開口部３２０Ａに円錐状の傾斜面３２０Ｂ
が案内され、受容係合部３２０を径方向に自動的に移動させて、挿入部材３４０が挿入さ
れる該受容係合部３２０の開口部位置を挿入部材３４０の軸心位置に一致させることがで
きる。
【００４８】
　即ち、この受容部材３００は、受容係合部３２０に挿入される挿入部材３４０の軸心に
対して回転対称形状の内周面を有しているので、アンカー３３０の軸心位置から径方向の
何れの向きに外れた状態にあっても、挿入部材３４０の挿入により、挿入部材３４０の軸
心と受容係合部３２０の軸心を一致させるセルフセンタリング機能を有する。
【００４９】
　挿入部材３４０は、その軸心Ｓ１位置がアンカー３３０の軸心Ｓ２位置と一致する状態
で、囲繞部３１０の開口部３１２を介して収納空間３１１内に挿入された場合には、図１
０に示すように、収納空間３１１内において周囲に均等な空間を有する位置状態に受容係
合部３２０が自動的に調心された状態で挿入完了となる。挿入完了状態では、受容部材３
００に挿入された挿入部材３４０の先端部は、アンカー３３０の先端部に設けられている
凹部３３３により確保された空間に収容されている。
【００５０】
　又、図１１（Ａ）や図１１（Ｂ）に示すように、挿入部材３４０の軸心Ｓ１位置が、ア
ンカー３３０の軸心Ｓ２位置と外れた状態で、囲繞部３１０の開口部３１２を介して収納
空間３１１内に挿入された場合には、図１２（Ｂ）に示すように、挿入された挿入部材３
４０に軸心位置に受容係合部３２０の開口部位置を一致させ、係合部収納空間３１１内に
おいて周囲に不均等な空間を有する位置状態に受容係合部３２０が自動的に調心された状
態で挿入完了となる。
【００５１】
　図１１（Ａ）、図１１（Ｂ）、図１２（Ｂ）には、紙面上において、挿入部材３４０の
軸心Ｓ１位置がアンカー３３０の軸心Ｓ２位置の下側に外れた場合を状態が示されている
。
【００５２】
　図１２（Ａ）には、紙面上において、挿入部材３４０の軸心Ｓ１位置がアンカー３３０
の軸心Ｓ２位置の上側に外れた状態で挿入された場合の挿入完了状態が示されている。
【００５３】
　従って、囲繞部３１０の開口を介して収納空間３１１内に挿入される挿入部材３４０の
軸心Ｓ１位置がアンカー３３０の軸心Ｓ２位置と外れた偏心状態に在る場合にも、囲繞部
３１０の係合部受容空間３１１内に収納されている受容係合部３２０の挿入部受容空間３
２１Ｂ内に挿入部材３４０を容易に挿入することができる。
【００５４】
　ところで、受容部材３００における囲繞部３１０は、内向きフランジ部３１３に開口部
３１２から外周に亘って放射状に形成された係合凹条部３１５に工具を係合させ、アンカ
ー３３０の軸心回りの順方向に囲繞部３１０を回転させることにより螺進させて、アンカ
ー３３０に螺合することができる。
【００５５】
　又、係合部受容空間３１１内に受容係合部３２０を収納した状態で、アンカー３３０に
螺合される囲繞部３１０は、係合凹条部３１５に工具を係合させ、アンカー３３０の軸心
回り逆方向に囲繞部３１０を回転させることにより螺退させてアンカー３３０から、取り
外すこともできる。
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　そして、この受容部材３００の使用時には、係合部受容空間３１１内に受容係合部３２
０を収納した状態でアンカー３３０に螺合により連結された囲繞部３１０がアンカー３３
０と共にプレキャストによるコンクリート体に埋設される。
【００５７】
　工事現場や工場等において、受容部材３００をアンカー３３０と共に埋設した後で、囲
繞部３１０の係合部受容空間３１１内に収納した受容係合部３２０が破損していた場合や
逆向に配設されていた場合等の不具合が発見された場合にも、挿入部材３４０を挿入する
ための開口部３１２を有する内向きフランジ部３１３は、挿入部材３４０の挿入完了前で
あれば、図１３に示すように、その外表面は露出されているので、挿入部材３４０の挿入
作業を中止して、受容部材３００をアンカー３３０から取り外して、受容係合部３２０を
交換するなどの対策をとることができる。
【００５８】
　しかも、この受容部材３００における囲繞部３１０は、内向きフランジ部３１３とは反
対側の端部の外径よりも該内向きフランジ部３１３側の端部の外径が大きいテーパ状の外
周面３１０Ａを有しているので、埋設後であっても、工具５００を用いてアンカー３３０
の軸心回り逆方向に囲繞部３１０を回転させることにより螺退させて、アンカー３３０か
ら簡単に取り外すことができる。
【００５９】
　このように、囲繞部３１０は、受容係合部を係合部受容空間３１１に収納した状態でア
ンカー３３０に螺着され埋設された状態で露出される内向きフランジ部３１３の外側面に
、当該囲繞部３１０を螺退させるための工具５００を挿入可能なロック解除用の係合凹部
を有し、内向きフランジ部３１３とは反対側の外径よりも該内向きフランジ部３１３側の
外径が大きいテーパ状の外周面３１０Ａを有することにより、工具５００を用いて容易に
螺退させることができ、アンカー３３０に螺着され埋設された状態であってもアンカー３
３０から取り外すことができる。
【００６０】
　なお、放射状に形成された係合凹条部３１５に代えて、内向きフランジ部３１３の開口
部３１２の回りに同心円上に複数の係合凹条部を半径方向に分散させて設けるようにして
もよい。又、係合凹条部の代わりに溝や丸い穴等の工具に適合した各種形状の凹部を設け
るようにしても良い。
【符号の説明】
【００６１】
　３００　受容部材、３１０　囲繞部、３１０Ａ　囲繞部の外周面、３１１　係合部受容
空間、３１２　囲繞部の開口部、３１３　内向きフランジ部、３１３Ａ　ガイド面、３１
５　係合凹条部、３２０　受容係合部、３２０Ａ　受容係合部の開口部、３２０Ｂ　傾斜
面 、３２１　分割コア、３２１Ａ　係合面部、３２１Ｂ　挿入部受容空間、３２２　巻
きバネ（付勢手段）、３２２Ａ　係止片、３２５　防錆フィルム、３３０　アンカー、３
３３　凹部、３４０　挿入部材、３４１　挿入部、３４１Ａ　挿入係合部、３４３　傾斜
面
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